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多目的離散最適イヒ法の代理乗数決定方法  
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1． はじめに  問題と呼び，代理目的問題において，標  

的値までに存在する実行可能解を列挙す  

る問題を，単一標的問題と呼ぶ．単一標  

的問題を解いて得られた解は，標的解と  

呼ばれる．単一標的問題（P2）は，次の  

ように定式化される．  

（P2）：  target  Wf（x）≧fST  

s．t．   g（Ⅹ）≦占  

〝1  

但し、芸W∫＝1ル∫≧0・   
ここで，W＝〈叫，‥・，仇）は，代理乗数ベク  

トル，Wr（Ⅹ）は代理目的関数，／∬は代理  

目的の標的値である．   

多目的離散最適化法で得られた解は，  

原問題のパレート最適解であることが理  

論的に保証されている．更に，厳密解法  

でありながら，1000変数規模の非線型ナ  

ップサック問題が解き得ることが報告さ  

れており［4］，大規模な問題にも対応でき  

多目的離散最適化法【1】は，多目的離散  

最適化問題に代理目的を導入して解を求  

める方法である．この方法を用いて，多  

目的離散最適化問題のパレート最適解を  

効率的に求めることができる【2】．代理目  

的を決定する代理乗数は，意思決定者の  

目的関数に対する価値観を反映しており，  

最適な代理乗数の決定が行えれば，実用  
的な意思決定支援システムを実現するこ  

とが可能である．本稿では，実用的な意  

思決定支援システムを構築するために，  

多目的離散化法における最適な代理乗数  

の決定方法を検討する．   

2． 多目的離散最適化法   

多目的離散最適化問題（Pl）は次のよ  

うに定式化される．  

（Pl）：Max r（Ⅹ）＝iム（Ⅹ），…，ん（Ⅹ））  
s．t． g（Ⅹ）≦ム，  

ここで，Ⅹ＝（ろ，J2…∬〃）は，n次元整数変数  

ベクトル，ー（Ⅹ）＝h（Ⅹ），ム（Ⅹ）…ん（Ⅹ）は，m  

次元ベクトル目的関数，g（Ⅹ）は，制約関  

数である．多目的離散最適化法では，ま  

ず，多目的離散最適化問題の複数の目的  

関数を単一の目的関数（代理目的関数）  

に変換する．つぎに，仲川【3】により提案  

されたモジュラ法を用いて標的値までに  

存在する実行可能解を列挙する．多目的  

離散最適化問題の複数の目的関数を単一  

の目的関数に変換した問題を，代理目的  図12目的の場合の解空間  
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定する際に，目的関数値の範囲を平準化  

したうえで，意思決定者の価値観を反映  

する必要がある．最適な代理乗数を決定  

するためのステップは，下記のとおりで  

ある．  

（ステップ1）  

多目的離散最適化問題の各目的関数値の  

範囲を平準化するように重み付けを行う．  

（ステップ2）  

意思決定者の価値観を数値化するために  

旭P［5］を使用し，各目的関数の重要度を  

決定する．  

（ステップ3）  

ステップ1，2で得られた値を総合して代  

理乗数に設定する．   

このようにして決定された代理乗数を  

用いて多目的最適化法により多目的離散  

最適化問題を解くことで，効率的に解を  

求めることができる．  

る．   

図1は，1つの制約条件gの元での2  

図2Jl－ム平面   

つの目的関数ん沃の解空間を示している．  
図2は，図1で示された解空間をムーム  

平面上へ写像したものである．目的関数ん  

ムの代理乗数と標的値を調整することが，  

解空間に対してどのような影響を与える  

かを示している．   

代理乗数を調整することによって，実  

行可能解の抽出範囲を変化させることが  

でき，目的関数の優先度を調整すること  

が可能である．それぞれの目的関数に対  

する代理乗数の値は，意思決定者の価値  

観を反映している．したがって，代理乗  

数を調整することは，意思決定者の価値  

観に合った解を選択することと等しい．  

一方，標的値を変化させることは，列挙  

する解のサイズを調整することである．  
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3．代理乗数の最適化   

各目的関数値の範囲がすべての目的関  

数において一致する場合は，代理乗数は，  

意思決定者の価値観のみで決定すること  

ができる．しかし，各目的関数が取り得  

る値の範囲は，一致しないことが多い．  

したがって，実用的な意思決定アルゴリ  

ズムを実現するためには，代理乗数を決  
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